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は　じ　め　に

海外から複数のカブリダニ製剤が導入されるようにな
り，施設栽培作物を中心にそれらを活用した IPM体系
の構築が進んでいる（皆藤，2011；上田，2011等）。一
方で，生物多様性に対する高い関心から，野外に定着す
る天敵製剤による生態系のかく乱が懸念されている
（SATO et al., 2012）。導入カブリダニ類の定着を検証する
ためには，それらの識別が不可欠であるが，土着カブリ
ダニ類の検索を目的として整備された検索表（江原・後
藤，2009）では，残念ながら，導入カブリダニ類を土着
種から識別することはできない。その後，カブリダニ製
剤の放飼効果の判定を目的として，スワルスキーカブリ
ダニとククメリスカブリダニの識別法が報告されている
ものの（豊島・天野，2012），過去に導入されたカブリ
ダニ類の識別については簡易なマニュアルがない。そこ
で，過去に導入されたカブリダニ類を含めて，導入カブ
リダニ類を土着種から識別する方法を簡単に紹介する。
なお，紹介する方法は，DNAマーカーなどを利用し
た汎用性のある技術ではなく，プレパラートを作製して
位相差または微分干渉顕微鏡で外部形態を観察する方法
であり，ある程度の熟練を要することをあらかじめご理
解いただきたい。また，紙面の関係上，十分な標本画像
を掲載できないので，農生態系に頻出する土着種などの
外部形態情報や識別法に関する詳細な図解（豊島・天
野，2011）も参照されたい。

I　導入カブリダニ類の近縁種

海外または国内で大量に増殖して野外または施設に継
続的に放飼された，もしくは現在も放飼されているカブ
リダニ類（以降，種名の場合，「カブリダニ」を省略す
る）は，チリ，ファラシス，オクシデンタリス，パイラ
イ，ククメリス，ミヤコ，ディジェネランス，スワルス
キーである（SATO et al., 2012）。これらを外部形態で土
着種から識別するためには，属（genus）よりも下位の
分類群に注目し，識別対象の土着近縁種を少数に絞り込
むことが重要である。

現在，カブリダニ科はムチカブリダニ亜科，ホンカブ
リダニ亜科，カタカブリダニ亜科の 3亜科に分けられる
のが主流である（CHANT and MCMURTR Y, 2007）。この分
類体系に従えば，ミヤコ，ククメリス，ファラシス，ス
ワルスキー，チリ，ディジェネランスはムチカブリダニ
亜科に，パイライ，オクシデンタリスはカタカブリダニ
亜科に属する。さらに，CHANT and MCMUR TR Y（2003）
によると，ミヤコ，ククメリス，ファラシスは，Neoseiulini

族のNeoseiulus（ウスカブリダニ）属の cucumeris species 

groupの cucumeris species subgroupに分類される。ち
な み に，Neoseiulini 族 と Neoseiulus 属 に は 11 種，
cucumeris species group には 5 種，cucumeris species 

subgroupにはミヤコ，ミヤマ，コヤマ，ヤノの 4種の
日本土着種が含まれる。最新の検索表（江原・後藤，
2009）で検索すると，ククメリスは cucumeris species 

groupレベルで同じグループに属するニセコヤマと誤判
定される可能性があり（豊島・天野，2012），ファラシ
スはヤノと誤判定される可能性がある。
スワルスキーは，CHANT and MCMURTR Y（2004）によ
ると，Amblyseiini族の Amblyseiina亜族の Amblyseius

（ムチカブリダニ）属の obtusus species groupの andersoni 

species subgroupに分類される。ちなみに，Amblyseiini

族には 19種，Amblyseiina亜族には 16種，Amblyseius

属には 14種，obtusus species groupには 11種，andersoni 

species subgroupにはイシヅチ，ナンゴク，ラデマッヘ
ル，シガ，ミチノクの 5種の日本土着種が含まれ，スワ
ルスキーはラデマッヘルと誤判定される可能性がある
（豊島・天野，2012）。
チリは，Phytoseiulini族の Phytoseiulus属に分類され
る（CHANT and MCMURTR Y, 2006）。Phytoseiulini族および
Phytoseiulus属に含まれる日本土着種はいない。つまり，
チリの近縁種は日本にいないので，誤判定する可能性は
低い。製剤から作製したプレパラート標本を準備してお
き，同定の際にそのプレパラートと比較すれば誤判定す
る可能性はさらに低くなると思われる。
ディジェネランスは，Euseiini族の Euseiina亜族の

Iphiseius属に分類される（CHANT and MCMURTR Y, 2005）。
Iphiseius属に含まれる日本土着種はいない。Euseiina亜
族の Euseius（ナラビカブリダニ）属にはイチレツ，コ
ウズケ，トウナンが含まれ，検索表ではイチレツに誤判
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定されるかもしれないが，背面の胴背毛の長さはトウナ
ンに近似する。
パイライは，Typhlodromini族の Typhlodromus（カタ
カブリダニ）属の Typhlodromus（カタカブリダニ）亜
属に分類される（CHANT and MCMURTR Y, 1994）。ちなみに，
Typhlodromini族には 26種，Typhlodromus属には 22種，
Typhlodromus亜属にはニセパイライ，リクチュウ，タ
マゲの 3種の日本土着種が含まれ，パイライはニセパイ
ライと誤判定される可能性がある。
オクシデンタリスは，Metaseiulini族の Galendromus

属 の Galendromus 亜 属 に 分 類 さ れ る（CHANT and 

MCMURTR Y, 1994）。ちなみに，Metaseiulini族にケウス
が含まれるものの，Galendromus属，Galendromus亜属
に含まれる日本土着種はいない。チリと同様に分類学的
近縁種はいないが，ケナガのように毛が長いので（口絵
② e），識別ポイントを確認しなければ，誤判定するか
もしれない。

II　導入種の識別

ここでは検索表（江原・後藤，2009）に記載された検
索プロセスを省略し，共通する識別ポイントを概説し，
導入種ごとに近縁種からの識別ポイントと形態近似種に

ついて解説する。まず，カブリダニ類の一般的な外部形
態を確認しておきたい。カブリダニ類は，背板から生え
る毛の配列や長さ，腹面の肛門付近に形成される腹肛板
の形状および腹肛板上およびその周辺に生える毛の配列
や長さで種を識別することが多い（図―1）。導入種の識
別には，背面にある 20対程度の胴背毛のうち，背板の
前縁に沿って生える側列毛（j3，z2，z3，z4，s4，s6），
後縁に生える Z4，Z5，S4，S5，および背板の外側の板
間膜上に生える R1などが重要となる。腹面では，腹肛
板の前方に生える前肛毛（JV1，JV2，JV3，ZV2）を把
握しておくと識別しやすい。

 1 ククメリスカブリダニとファラシスカブリダニ
ククメリスとファラシスが誤判定される可能性のある

ニセコヤマとヤノは，農生態系でほとんど採集されない
種である。つまり，これらに判定される場合には導入種
の可能性を模索することが重要である。また，ククメリ
スとファラシスはお互いに近縁種の関係にあるので，こ
れら 2種を，農生態系で採集されやすいミヤコとコヤマ
から識別するポイントを解説する。まず，土着近縁種や
ククメリスに比べて毛がやや長いファラシスから識別する。
ファラシスは，z4の毛の長さで近縁種から識別され
る。ファラシスの z4は側列毛の s4の起点（毛穴）まで
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届く長さであるが（口絵① d），ミヤコ，コヤマ，クク
メリスの z4は s4の起点には届かない（口絵① a～ c）。
ちなみに，農生態系に頻出する同属のケナガは z4が長
いものの（口絵① e），そのほかの毛もおおむね長いの
で容易に識別される。より厳密には，j5が j6の起点に
届けばケナガであり，届かなければファラシスである。
ククメリスは，周気管先端の位置でミヤコおよびコヤ
マと識別される。ククメリスの周気管先端は j3の起点
を超えないが（口絵① cの矢印），ミヤコとコヤマの周
気管先端は j3の起点を超えて，j1の起点近傍まで伸び
（口絵① a，b），左右の周気管先端が背板前方で対向す
るように位置する。より厳密には，j1起点から j3起点
までの距離と j1起点から周気管先端までの距離がほぼ
等しければククメリスであり，j1起点から周気管先端ま
での距離が短ければミヤコかコヤマとなる（豊島・天
野，2012）。

 2 スワルスキーカブリダニ
スワルスキーは，Z5の長さ，Z4と Z5の長さの比，

および j3の長さで，農生態系で採集されやすい obtusus 

species groupの土着近縁種から識別される（豊島・天
野，2012）。スワルスキーの Z5の長さは背板幅の半分
程度であり，背板幅と同等の長さを有するニセトウヨウ
とトウヨウから識別される。また，スワルスキーの Z4

は Z5の半分よりも長く，Z5の半分よりも短い Z4を有
するミチノクから識別される。また，スワルスキーの j3

は j4の起点を超える長さを有するので，j3が短いラデ
マッヘルと識別される。なお，j3は若虫ステージでも顕
著であり，スワルスキーの定着や効果を確認する場合
に，有効な識別ポイントになる場合もある。なお，スワ
ルスキーは既報（豊島・天野，2012）で図解しているの
で，ここでは図を省略する。

 3 チリカブリダニ
チリの近縁種は国内にはいないので，農生態系で本種
が発生した場合には容易に識別される。しかし，実際に
茶園から採集されたチリが持ち込まれたときには，チリ
の定着の可能性と，国内には導入されていない近縁他種
の可能性を模索した。ここでは，その際の識別手順を参
考のために紹介する。
チリは，チリの同族（および同属）近縁 3種のうち，

JV4を有する P. longipesと P. fragariaeから識別される
（TAKAHASHI and CHANT, 1993）。ちなみに，P. longipesは j5

と S5を欠き，P. fragariaeは前肛毛の JV2が腹肛板から
生えるので，これらの点でも識別される（口絵②a，b）。
残りの近縁種である P. macropilisから識別するには，j5

に着目する。P. macropilisの j5は j6の起点に届く程度

であるが，チリの j5は j6の起点までの距離の 1.5倍程
度と長い。さらに，P. macropilisの IV脚基 節の巨大
毛には鋸歯があるので，鋸歯がなければチリである。
その後，採集されたすべての個体を検鏡しているわけ

ではないが，茶園で発生するオレンジ色のカブリダニは
チリに間違いないだろう。なお，茶園に発生するチリの
侵入経路は特定されていないものの，イチゴなどで利用
されているチリカブリダニ製剤が分散し，茶園に侵入し
たと推察されている（小澤ら，2012）。

 4 ディジェネランスカブリダニ
ディジェネランスは，同亜族の別属に含まれるイチレ

ツとトウナンに形態的に近似するものの，腹部の肥厚板
（通常は腹肛板）が腹板と肛板の 2枚に分断されること
から（口絵② c），分断されていない腹肛板を有するイ
チレツとトウナンから識別される。ちなみに，腹部の肥
厚板が腹板と肛板に明瞭に分かれる日本土着種はいない。

 5 パイライカブリダニ
パイライの土着近縁種は 3種に絞り込めるが，同属別

亜属（Anthoseius）のタケ，トランスバール，ミソ，シ
ンシュウ，ヤマシタも形態的に近似する。ただし，これ
らの別亜属とは S5の有無で識別される。つまり，パイ
ライは S5を欠くので（口絵① g），S5を有する Antho-

seius亜属（口絵① f）の形態近似の 5種から識別される。
次に，同亜属の近縁種から識別する。まず，タマゲは
JV3を欠くので前肛毛が3対となり，4対の前肛毛（JV1，
JV2，JV3，ZV2）を有するパイライ（口絵① h），ニセ
パイライ，リクチュウから識別される。ニセパイライと
リクチュウの周気管はやや短く，先端が z2と z3の中間
に位置するので，周気管先端が j3と z2の間に位置する
パイライ（口絵① i）は識別される（EHARA and AMANO, 

1998）。なお，農生態系に頻出するミヤコと形態的に近
似するが，側列毛が 4本でなく 6本であればパイライの
可能性を模索すればよい。

 6 オクシデンタリスカブリダニ
最後に，オクシデンタリスの識別について解説する。

前述の通り，オクシデンタリスに最も近縁な土着種は同
族別属（ケウスカブリダニ属）のケウスである。ケウス
は R1を有し，S2を欠くが，オクシデンタリスは R1を
欠き，S2を有する。つまり，R1もしくは S2の有無で
オクシデンタリスはケウスから識別される。また，農生
態系に頻出するケナガにも形態的に近似するので注意を
要する（口絵② e）。ただし，前述のパイライと同様に，
オクシデンタリスはケナガとは異なる亜科に属するの
で，側列毛で明確に識別される。つまり，オクシデンタ
リスの側列毛は 6本（j3，z2，z3，z4，s4，s6）である
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が（口絵② e），ケナガの側列毛は 4本（j3，z2，z4，
s4）である（口絵① e）。このほか，オクシデンタリス
の j5は j6の起点を超えないこと（口絵②e），R1の有無，
花瓶型の腹肛板などで識別される。さらに，オクシデン
タリスの周気管は非常に短く，周気管先端が第 III脚基
部と第 IV脚基部の間に位置するので（口絵② d），周気
管先端が j3と z2の間に位置するケナガ（口絵① e）か
ら識別される。

お　わ　り　に

1970年から 1976年まで精力的に研究されていたチリ
カブリダニについては，当時，「越冬が困難で土着（定
着）する可能性が低い（刑部，1977）」と評価されてい
たが，近年，チリカブリダニ製剤を利用しない茶園で発
見されるようになっている（小澤，2012）。リンゴに寄
生するハダニ類の防除を目的として 1986年に導入され，
1999年まで精力的に研究されていたファラシス，オク
シデンタリス，パイライについては，2002～ 04年に実
施した追跡調査で発見することができず，定着の可能性
は非常に低いようである（望月，2005）。しかし，放飼
8年後にオクシデンタリスが偶然再発見されるなど，低
密度での生息を完全に否定することはできない（望月
ら，2004）。近年登録されたスワルスキーは定着率が高
い優れた製品として普及が進んでいるが，一方で，野外
への定着が予測され，ギルド内捕食などを通した生態系

への影響が懸念されている（SATO and MOCHIZUKI, 2011）。
ただし，検索表が整備された後も未記録種が報告される
など（AMANO et al., 2011），農生態系のカブリダニ群集の
種構成や生態は充分には解明されていない。導入種によ
る生態系のかく乱を評価するためには，導入種の検出だ
けでなく，土着カブリダニ群集の解明を進める必要がある。
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新しく登録された農薬（24.8.1～ 8.31）
掲載は，種類名，登録番号：商品名（製造者又は輸入者）登録年月日，有効成分：含有量，対象作物：対象病害虫：使用
時期等。ただし，除草剤・植物成長調整剤については，適用作物，適用雑草等を記載。（登録番号：23099～ 23108）種類名
に下線付きは新規成分。※は新規登録の内容。

「殺菌剤」
●フルオピコリド・ベンチアバリカルブイソプロピル水和剤　
※新混合剤

23101：ジャストフィットフロアブル（バイエルクロップサ
イエンス）12/08/20

フルオピコリド：33.0％，ベンチアバリカルブイソプロピ
ル：12.0％
トマト：疫病：収穫前日まで
ミニトマト：疫病：収穫前日まで
きゅうり：べと病：収穫前日まで
はくさい：べと病：収穫 7日前まで
たまねぎ：べと病：収穫 7日前まで
●ピリベンカルブ水和剤　※新規化合物
23102：ファンタジスタ顆粒水和剤（クミアイ化学工業）12/

08/20
23103：日曹ファンタジスタ顆粒水和剤（日本曹達）12/08/20

ピリベンカルブ：40.0％
りんご：黒星病，モニリア病，褐斑病，斑点落葉病，すす点
病，黒点病，輪紋病，すす斑病：収穫前日まで
おうとう：灰星病，幼果菌核病：収穫前日まで
なし：黒星病，黒斑病，輪紋病：収穫前日まで
ぶどう：灰色かび病，晩腐病：収穫 14日前まで
もも：灰星病，黒星病，ホモプシス腐敗病：収穫前日まで
ネクタリン：灰星病，黒星病，ホモプシス腐敗病：収穫前日
まで

かんきつ：灰色かび病，そうか病，黒点病：収穫 14日前まで
茶：炭疽病，輪斑病，新梢枯死症：摘採 7日前まで
豆類（種実，ただし，だいず，あずき，いんげんまめ，らっ
かせいを除く）：菌核病：収穫 7日前まで
あずき：菌核病，灰色かび病，炭疽病：収穫 7日前まで
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